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 基底膜は, 物質通過の関門となったり, 細胞の分化, 発蕎, 支持の誘導的作罵を有していると
 いわれている。 篇平上皮癌の分化度と基底膜形成の有無との関係については, 一致した報告をみ
 ない。 本論文では, 拠 vivo において基底膜形成に影響を与えると考えられる様々な間質の状態
 および炎症ないし間質反応の影響を携除する目的で, 癌細胞をコラーゲンゲル上に培養 し, 扁平
 上皮癌の分化度と勧 vitro における基底膜の形成との関係について電子顕微鏡学的に比較検討し
 た。
 材料および方法: 食道原発扁上皮癌細胞株9系 (高分化型4系, 申分化型2系, 低分化型3系,
 東北大学第二外科樹立) をコラーゲンゲル上に培養した。 培養液は, MEM (溜水製薬) に20%
 牛胎晃鋤清, ペニシリン (100単位/磁i) およびストレプトマイシン (100 μg/盟i ) を添撫
 したものを尾い, 気椙は5彩CO2, 95% a童r, 37℃とし, 培養液の交換は3臼に1回行った。 培
 養後io日, 20藏および40田目に, 培養液をすて, 2%グルタルアルデハイ ドと2%パラホルムア
 ルデハイ ドの混合液で固定, 次に1%オスミック酸で後固定し, エチルアルコール濃度勾配で脱
 水 し, S興rr に包埋 した。 コラーゲンゲルと細胞との境界面 に垂直となるように超薄切片を作成
 し, 透過型電子顕微鏡 (臼立蔓一 700) にて観察撮影した。
 結果: i葺 v量tro において to員G鐙a鶏e凱 および 醜s磁oso瓢e が多く, 上麟に移行するに従って細
 胞が扁平化し, toηo銀ame鉱 量が増撫するという分化傾向を示す高分化型の癌細胞が, 基底膜
 を形成する能力が高かった。 多属化 していても全勝を通 じて to簸。銀a瓢e魏 量が少なく, 分化傾
 向の少ない癌細胞は基底膜形成に乏 しかった。 des鷺oso魚e が少量で細胞間隙が広く, 棍棒状の
 微絨毛様細胞突起を有 し, to鍛。舞a鶏e就 が少量あるいは存在しない低分化型の癌細胞は単騎化傾
 向が強く, 基底膜の形成は認められなかった。 また, 基底膜は, その形成の初期には, 飴離δes一
 瓢oso燃e の s姐bもasal deR8e 至&y鍵 の下面に認め られた。
 考察1 正常重層扁平上皮の長期間培養例では, 細胞は多屡化して表屡に向かうにつれて扁平化
 し, 細胞内の to鍛。鐙ame携 が増加するという報告があるが, 本論文で基底膜形成能の高かった
 癌細胞は, それらと同様の題構造を示しており, 分化度が高いものと考えられた。 多磨化してい
 るが, 明瞭な分化傾向のない癌細胞は, 分化度がそれらより低いと考えられ, 基底膜形成は, 少
 量であるか全く 認め られなかった。 さらに分化度の低い癌細胞は基底膜形成は認められなく, in
 vitro における分化度 と基底膜形成能の有無との間には相関関係があると考えられた。 また, 基
 底膜の形成され始める部位が飴miδesmOso鷺e の下面であることより, 艶組ides憩osome は基底
 膜物質 を安定化させる固定装置と しての役割を有 していることが示唆された。
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